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1925年，秋に『検の木陰の欲望』 （DesireUnder the Elms, 1924）の公演を
閉幕する頃には，オニーJレはアメリカの劇壇をリードする劇作家となって






(Lazarus Laughed}，『偉大なる神ブラウン』 （TheGreat God Brown, 1926), 
『奇妙な幕間狂言』 （StrangeInterlude, 1928），『ダイナモ』 （Dynamo,1929）と
書き上げ，そのうちの 9作品がシアター・ギルドによって上演されたこと
がオニールの評判をさらに高めたと言ってよいのではないか。
さらに『喪服はエレクトラに似合う』 （MourningBecomes Electra, 1931), 
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